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◆今回から、中国国内諸都市と比較した親日都市・大連市の特徴についてご紹介致します。 

まず、大連日本商工会の活動をご紹介させていただきます。 

 

大連日本商工会とは？ 

大連に存する日系企業から成る組織で、現在約８００会員で構成されています。 

会員で構成される理事会や幹事会、各委員会は、各企業がボランティアで毎月運営しており商工

会を支えています。 

特徴：  

① 規模は、アジア第３位！上海・バンコクに次ぐ  

② 他都市と比較して日系企業が狭い地域に集積しているため、日系企業間の交流が盛ん！ 

（日本国内で取引が無い日系企業同士でも、中国国内では取引しているケースも多数） 

③ 参考：九州地域の企業では、山口銀行様が理事を務めています。北九州市は、地方政府代表とし

て、毎月の理事会・幹事会・委員会に参加させてもらっています。 

多くの日系企業総経理との交流は、生の中国を知る良い機会となっています。 

 

 

◆年末年始の商工会活動  

 

大連市副市長も出席！ 

『大連日本商工会忘年会』が開催されました。 

昨年 12 月 5 日、「大連日本商工会忘年会」が開催されました。 

大連日本商工会会員企業・団体の職員及び家族等、900 名以上が参加しました。 

 

 

当忘年会には大連日本商工会に所属する日系企業・各地方の自治体事務所の職員や家族等、子供から

大人まで多数参加し、2015 年を振り返りながら参加者同士親睦を深めました。2015 年の最後を締めく

くるのにふさわしく、大盛況に終わりました。 
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会場の様子                 盧林大連市副市長   

大連市には従来から日系企業が多数進出しており大連市の発展に寄与していることから大連市政府と

しても非常に日系企業を重視しており、当忘年会には大連市の盧林副市長が出席されました。現地の日

本商工会主催でこのような大規模な会が開催され、さらに現地政府の副市長級が参加されるのは大連の 

特徴でないかと感じます。 

 

日本同様、賀詞交歓会も開催！ 

『大連日本商工会賀詞交歓会』が開催されました。 

                              2015 年度大連市内幹事の皆様 

                      山口銀行宇野支店長・北九州市大連事務所田代も参加 



◆その他トピック 

大連日本商工会の活動ではありませんが、 

 

『天皇誕生日祝賀レセプション』が開催されました。 

  昨年 12 月 7 日、「天皇誕生日祝賀レセプション」が開催されました。 

当レセプションには日中合わせて 350 名が来場し、貴重な日中交流の場となりました。 

 

在瀋陽日本国総領事館大連事務所はシャングリ・ラ ホテルにおいて「天皇誕誕生日祝賀レセプション」

を開催しました。来賓は大連市人民政府外事弁公室の于濤主任、大連市人力資源・社会保障部の于健軍

局長等大連市政府の方々をはじめ、各国の政府関係者等が招待されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      当事務所のブース                  会場内の様子   

 会場では大連市に事務所がある自治体事務所が各々ブースを設置し、来場者に向けて各地方の魅力を

紹介しました。当事務所のブースでは、シャボン玉石けん様の宣伝や北九州・大連間のチャーター便を

利用した旅行商品の紹介等、北九州市の観光プロモーションを行ないました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       北九州市観光ポスター             チャーター便旅行ポスター 

 

◆大連のその他事情 

○大連の冬の様子 マイナス 18 度！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の写真は大連市内の北側の海の様子です。1月中旬以降、急激に寒くなり海面が凍ってしまい、人が

歩けるようになっています。まるで北極や南極にいるような錯覚に陥ります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の写真は大連市内の東港の様子です。海からの波が手すりにかかった際、海水が凍り氷柱になって

います。 

大連の冬は北九州では見ることのできない不思議な光景を目撃することができます。 

 


